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熊田 馨…－・……………－・・・ ・………………… 113

黒田 良三…－・……・・・・… …・－…・…...・ 639

日下 和昌…－－－－－一…・・・・… ……...・H ・.......180 

楠 武史・ー・ ー ー・……・………・…・υ …・一.639 

桑山 光文・ー・…........………・・……………－ーーー 330

桑原 敏ー……・……… … ……一 .. .. . 177 

M 

前川 昭彦一 …ー・ー … ……・ー・一 … ・ ...... 75 

孫田 代造…………・・…ーー・・0・ー ・・・…ー ・ー・ ーー… 645

牧田 泰正 －－ －－…・ －－－－…・ー…－ーーー ーー..327 

真鍋 武聡…・・ー…........…・・・・・一・177,179, 184 

高木二郎，...・－…..............・ . .•. 186 

正岡 孝夫・… …・一 …一一一 … ・・ー・・・…ー・ 186

増田彰夫－－－…一…ぃ …・－…－…－…・ ・ 327 

丸山 啓介・ ・一 ・・・・… … …－ー ……・…・・…・ 740

松井 ！｜頂五… －－…－・ー・ ー一…・・… ……・………臼4

松田 功－－－・…・…ー・・・・… .....…...57, 214 

松田 昌之－－－－－・・・…一一一一…一 －－…....135. 731 

松田 光彦 ・…・…ー ・・・・ ・・…－－・…ー…・ー・ ・62,113 

松田捷彦…・…一一 ………………………ー… 113

松村茂次郎ー・ 一 … …..・e ・……・・……ぃ… 74 

松村幸次虫3...…………・ーー・631,634, 640, 642, 646, 650 

松村 理司…・・・－－－－－….00632, 635, 639, 643, 650, 652 

松本 章伝－－一－－－－－－ ・可・・ー.................. 177, 179 

松本 公行・… ・ーーー...........…ー・・ー ・・・ ・ .. 636 

松本 博城ー ー・・ー…ー・ － e ・－－…一－…・・・・ 0・ーー327

松本 圭蔵・・・・・・・ー・・・ー・・－－－………・… 180,184 

松本興治・………－－一・…一一 ・641, 643, 648 

松本 悟……ー…....・・・・0・・……一一00・72,495,498

松本 陽…・・・ー… －一－ － 0・・ー・0・・ー……ー－186 

松永 守雄……ー… ..... ・ ・ー・・…一ー・ー185,331 

松波 英一－－…－－－…・・…・・・・ーー… • 00632, 640, 648 

松島 正之・・……・・.........… .. . . .. 499 

松浦 昭吉・…...・H ・－……・…・・ー..・632, 640, 648, 652 
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松浦雄一郎ー・………………・…・・……...........179 

松浦佳奈子…・・ー…… －－－－－－－ 一・・… … ー・186

三谷 哲美・・ ・・……・…・ーー ....・ー ー一 180

三沢恵一........・ •. .• • .• . .... ・・・631, 636, 638, 648 

三尾六蔵ーー…・・・・・ ・630, 637, 644, 648, 650 

三宅新太郎一ー ー ・ .• . ・ー ー177,179, 184 

三輪 勝 ・・・・・・・・630,634, 641, 644, 645, 647, 648, 652 

三輪佳宏・・・・・ ・・・ ・・ー一ー ーい 329 

富 喜一 －－－－一一 ・・・………・…ーハ 647, 650 

宮井 潔 ・・・…・ー一…・ー・・ ・…ー・ …・・ 74 

宮川武彦 ー … …………・……・…・・…一..639 

点本亮一一ーベ ・ーー ……ー・ ・・ー..631, 632 

宮本 俊彦.......・ E・－…・………・・E・E・・・ ・ 181 

宮下剛彦ー…一一…－ ー・・ー… ・・ •• 644 

宮田 信熊 ー・ー一一ー ・・一ー・・・ ー…－ 182, 185 

水川 典彦ー ・・・・...・H ・........…………ー … 181 

＊本 龍二ーー一 一ー・… ・・0・目。・・・・0 ・・ 551,681 

水野 博行ー・・ －－－－－…・…・ー・・一........・0 ・・57 

光水 徹－ーー ー・ー.........…・…・…・・・・・・・l ・331

森 和夫－ … 一・・……・・・……・………・… 331 

合 信太郎…・一・ー一………… －一－－－－ . .. • . 74 

森 厚 ー ・…・・…・・・…・・…・……司・…－ －－－－ 639 

向本 益雄ーー ・・・・… ....・ H ・－・・・・・…一 －・…－ 186 

森竹 治三・……・・・・…・………………………… 214

森下 博史・・ －ー ーー ・・・ ー…－… ・ー・・一－ 639 

元持 雅男 ....・・・ … 一… ・・一… 一一ーー 327 

最上平太郎一ー ・・・・・・ー …－一一一一一…・ ー・74,496 

守聞 い義 ・・ー・・… ・・・・・・ …………・・...418 

諸問 弘一－－ －－－…・ ….........…… － 176 

向原 純雄・…一…・・… ・ー・一・…・・ー…… 462,740 

村地 孝・・......・・・・・・・・ー……－……ー…・… 497 

村上 治朗 日・ーー・・ー・…－・・・・……・… 770

村上 国穂ーー ・ 一一・ … ー……・・・・…一.177 

村上 典之一...・・・・……・・・一 一…… ー… 642 

村本；－~伎 ー…－－－－一…ー ・－………..642, 644 

村田 高階J ...……・… －－－－…・・・・一… …・329

HIUIJ11J.iた－ …・…－－……ー ・ー.....636 

村沢 賢一ー・・…－－ －－－－ …・一－－－ ・0 ・171

村瀬恭一ー・…・ 4 …・・…631,635, 640, 643, 647, 652 

村瀬佳辰ー …… ・……・ ・・ー ー 651

村山 fl久・ーーー ・・ー －・－…・…一…－…ー・ ーー 184

N 

rl-1家康博 179 

中尾 哲… ・……・…・－ －－… ・・・・・・・・・・ 495 

中川 秀光一ー… ・……・・・ーー・・ ーー …・・ ーー 496 

中納誠也－ ー……ー・…・632,635, 639, 643, 650, 652 

中村成夫・0・ ・ー・・…...........・ ー.....177. 182 

中村 茂孝一一・・0・・…・・・… ・ーー・－… ・・司 .• 647 

中元 光一－－－ ・ーー・ーー・.....・…一...........171 

中谷 勝也… 一ー・・・ー・ーーーー…… ・…・・・・・・・ 156 

長島 正明日・・…… …・ ー一一－・・ …・・・ －… 530

長沢史朗ー・0 ・eー…… …・・ …………－ 331 

長久 雅博 －ーー……ー… … … ・……....331 

長尾省吾－－－－………………－－ －…－ー… ー176

長瀬正夫・ …ー……・・…・… .・448, 462, 466, 740 

永井 利博…・ ……・… ・・・… ・… … … 113 

永井 博之 E・E・……・…・・・ ……・…… ・… 309

永井 良治一－ー・・ー……………ー .... . ...••. 328 

永田 泉・ー－－－－ 一ー…....・ H ・－－……・・….・・75, 331 

永冨 ki火 ー一…… ・…ー…ー … －－－－－ •. 180 

鳴尾好人一 ・…・・・……・…－…－ ー・75,499

鳴海 相I...…・…・・・・… 一 …ー・…. .•. . 764 

内藤 正志…・・一－…・ー・ ・…… －－ －一 ーー・・・ー 179 

名知光博……－・…・・・…・ー ー631,636, 643 

難波真平……－・…… －一 … ・ーー ・ー 一 176

夏秋 正文 ー・一一一一…・ …・ー・ー・・・・・ 639 

鍋島祥男一… ・・......... ……  ・ ・ー・ 327 

IJ！本逸郎…… ・ー……・…・…・ －－ •. • 226 

二宮一彦…－－－－－一…ー……ー ・・177,179, 184 

．付敦朗ー ・…・ー … … －… ・ー ….. 644 

新見 兆五平 .......・－ …・… －一…・ー・ ー…－ 214 

任 清 一ぃ・..........…ぃ・……一一・・ー.. 499 

西 仁 ー.....・H ・－－－…一 …－一………642,650 

西田 正博一・…・…・ －－一・・・… ー…・・ー・ 一184

西村周郎一－－－－……・ ・…・－ ........... 73 

西村 必 ・・ー…一－－－ －一…. . •. 184 

riy+: 詮 －……・・・・・－…・…・ ー……－… 176, 181 

西浦 綴 … ・・…－－ －－…… …一 . 497 

西山 英行一ー ー……・・……・・ー・ …ー ・・ー 185 

gg塚 ぷ美ー ・・・・・・…… －…・－ …－・・…・・500

野田 秀樹ー.....・・・・・ －－……・ ・…－ …・ー 770 

野々村 修 ・0・…・・ー...・H ・－－ －…ー －…・・・・・ー649, 651 

則兼 博 ………・－－…・－一… …・…・ 181

野村 点（，， …－－……－－ … ー・ー ・・・・－－ …・－－… 748 

野坂 ：·~帖i －－－…・・ ・……・・一・・・・ ・・… … 180, 183 

能見jlfJ八郎・・ー……・・・・・・a・－－… －－－…－・…・・ー ー770
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佐治 輩豊・・・・・・・・－ ・630, 633, 635, 640, 645, 64 7, 652 

佐藤 慎一……リ…・・… 一ーー・ ・ー…・ 331

佐伯英行…………・ ……........… … …・ .642 

佐野 彰…………・…－・…... . . . . . • ・631, 632, 635 

佐野正弘一一…・・－……・………ー .. ・・ 576

佐々木n店 ……一……・・… …ーー・ …ー ・・498

佐藤宏二….....・H ・－…・…・ …・・…一一・… 177,182 

佐藤 紀嗣－……・…・・…－…－・一 一・……－－ 一 484 

佐藤 克之 － …...・ H ・－－－ ー・ー…・・・・ー・・・・…… 396 

斉藤 敏明ー……・・・…ー…ー…－・ー －…－…－… 647

斉藤義一－ … －－・… ……………… H ・H ・－・い 179 

斉藤 永…・・……・……－－…一 … … a ，ー， ・722

酒井俊助・一－・……・・・・・・・・・・・……－ ぃ・..645，臼8

坂井 昇ーー・…－…・…・・……・・0 ・…630,634, 638, 642 

阪口 昌子....... －… ・......…・0・・ ーー ー 361 

坂本 武嗣………・……－…－－…・ …・ー…一一 一164

坂田 一記， a ・・ー……・・・…一－…ー…........77, 164 

榊 寿古…・…・・・… ………－・…・……… 331,499 

斉田 担男ーー－－……・ー…・・・…一－－ －…a・4 一一 46 

雑賀 俊夫・・・・・…・・……υ ー・ ・……－ －－－ ー640,652 

真田龍興....… ー…一 一－・－…－－………….585 

山時 悩 ・・…・・・・・・ H ・－………・ ー－…－・ー・・－ 88 

挟間 章忠 ー－ －…ー・・………・…・..... ・H ・H ・－－－ 3 

点本和彦…－……………ー… ..・ ・……ー 176

瀬戸山元~...............…ー－－…・・・313,448, 462, 740 

千田 晴之……・…・・ー …－－－一…ー ...… 631, 632 

関部 昌宏…………ー…－…－ －……一・… .... 636 

説田 修…… ....……… ー・・－－－－…－－ ….. 647 

柴田 憲司 …ー・……ー…ー … －…一 －…・・…一 ー一 176

柴田清人ーー’べ ・・….......………… . 607, 615 

柴山磨樹・…… 一・ 一－－ －一…・…－・・・… .650 

渋谷 智顕ーー・田・ー…ーー ぃ 630,631, 637, 644, 648, 650 

清水 幸夫・ー……－ －… ーー・ーー ・.........ー 135 

清水 英範・－－ －－ …・・…一－－－－… －一…・・… ー 177 

清水保夫－…………ー… …・・ …一－ー……臼7

清水 徹－ …・ー………・・……－ ..・ E・・・ ・642

下川 邦泰ー ・…・・・……・ー －一一 ・…..・631, 632, 637 

下平 修 … ・・… … ・・・…－－ . . .. . 642 

新宮 正 一............……...・・..........・75, 186, 331 

敷波 晃・・・…ー…ー・…・..・630, 634, 642, 646, 650 

島田 悩・ －….. ・・・630, 634, 645, 647, 648, 652 

嶋津 良一・…・…－－ ーー・・・ーー ーー・635,636, 648 

島 健 ・・・……・・・一 一 ・・ ・…ー・ ー・・・・・ 184

篠田 正問 －一一一…－…－ …....・ H ・....・ H ・・・ … 770
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塩田 隆三・・………・・・…ー・・ ...... ・ ー748

白羽 誠………一…・・－ ……・・…・..........757 

白羽 明・ーー・ ・6 ・・・ー・ー－ ..• . .• .• ... . 73 

宍戸 尚一一－・・ 4 ・・ 179 

操 厚……・・・………....・630, 633, 635, 640, 649 

曾我部~・士一－... ・・・.....…・0・・・・・ － e … 178 

曾摂健之 .....一・・ーー・・…ー .......い い ・・642

須田 欽弥………・・ … ・・・・・…… .... 186, 331 

須藤 容章・ー・・・・……................... 一一 38 

杉本哲夫 ・・ー 0 ・......・...........…一75,326

須原邦和ー・ ・…..・630, 631, 637, 640, 644, 648, 650 

鈴木 貞夫…・・・・・・・ ...・ e ・・ ・ ぃ 640

鈴木 陽一・ ……………… …・・…・・・・ ・… ・・499

T 

高田光昭ーー・…・・・ 一一－－－－……...646, 650 

1：川、 貞治…・0 ・H … … ・……・…一...186 

1：川、 貞爾…ー ・……… ・・・…ー ・・・・ー 328 

高橋 伸明・・ー・…・・・・・ー ・ ーーー・・・ •.. 179 

高橋英城 ・ ・ ・・・ー ・－…・・…・・・……… 615 

高橋 勝…ー・・・… 一 ……・・… ー177

高井清一……....ー－－－－－－－－……630,634, 641, 645, 

646,647,648,652 

高杉純好・...・・・・・・・・・・ ーー・・… 186 

田辺 JM己，． 一・・田…・0 一.......... －－－ー・…一 －－－757 
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本庄一夫教授の御退官を記念して

恩師本庄一夫先生は，昭和51年12月31日をもって京都大学教授を辞職せられ，昭和52年 1月 1日

より関西医科大学学長に就任せられた．御定年の日が昭和52年4月1日と予定されていたから，い

づれ御退官の日は遠くはないと覚悟していたが，御定年を前l乙教室を去られることになるとは予想

だにしなかったことである．一日も長い御在職を願う気持は有りながらも，要職lζおつきになった

ことは慶ばしき限りであり，門下生一同衷心よりお喜び申上げる次第である．

先生は金沢大学御在職中より既に国の内外にその名を知られた外科教授であり．当然の如く昭和

40年4月1日付をもって荒木千里先生の後継者として，第5代目の京都大学外科学第1講座教授と

なられた．当時“研究心に燃える若い人の養成こそ自分に与えられた最大の任務”と考えられ，

“しかし時には自ら先頭に立って陣頭指揮をとる”という御覚悟を披歴されていたが，以来12年間

御言葉の通り，率先して範をたれ親しくわれわれを御導き下さった．果せるかな教室より次々と有

能な人材が輩出し教室の業績は年毎にふえて，今や世界的水準の教室にまでお育てになったのであ

る．

先生は大正2年9月20日，東京日本橋の浜町lζ御誕生になり．東京開成中学校，京都府立京都第

一中学校，ついで第三高等学校を経て京都帝国大学長学部医学科に御入学，昭和14年3月御卒業，

ひきつづき京都帝国大学医学部外科学教室に御入局になり．ここに外科医としての第一歩を踏み出

された．約1年半の外科研修の後，宇奈月温泉療養所に5ヵ月，播磨造船所附属病院に8ヵ月の勤

務の後， －EL教室に助手として戻られ， 2年半後には高山赤十字病院に外科医長として赴任せられ

た．高山にて 3年半を過ごされひきつづき昭和23年5月30日より小倉記念病院に外科部長として赴

任，小室には昭和25年6月15日京都大学付属医学専門部教授として教室に戻られるまでの約2年聞

を過ごされた．すなわち先生の若き外科医時代の大半は第一線の病院に勤務，修業せられたのであ

る．この小禽記念病院において，本邦第1例の勝全別成功例を，同時に Wendelに次ぐ世界の第

2例であり本邦第1例の肝右葉切除成功例を経験されたのは特筆に価する．この時御年36詣であ

り， しかも木た設備も薬品も十分でなかった戦後聞もない昭和24年という時代にこの偉業を成しと

げられたのであり，かつ先生が生涯をかける肝・胆・勝外科の御研究の発端がここにあるからであ

る．

昭和27年医学専門部の魔止と共に京都大学講師となられたが，いよいよ勝全刻l乙関する臨床的実

験的研究を重ねられ，昭和28年には日本消化器病学会にて特別講演，昭和29年には日本外科学会に

おいて宿題報告をなされた．さらに周年シカゴで開催の国際外科学会に招鳴きれ，隣全別後の病態

生理について特別講演をされたのである．昭和30年2月 1日lと助教授に昇任せられ，ついで昭和34

年5月1日付をもって金沢大学教授となられ金沢に赴任された．この間捧外科のみならず，肝，胆

道外科に関する御研究はいよいよ活穣に行なわれ，多くの新知見を見出されたのである．金沢大学

御在職の6年聞に御指導を受けた門下生の中から，すでに現職の教授が3人も輩出しているという

事実は，先生が如何にすぐれた教育者であり研究者であったかを裏書きするものであろう．

昭和42,43, 44年にわたって，先生御自身および教室が直面した学園紛争について言及すること

を避けることは出来ない．先生は終始，提起された問題に真剣に取りくみ対処して来られた．教室

員も一致団結して先生と一体となってより良き道を模索したのであった．そして今や和気諾々のう

ちに赫々たる業績を創造する教室となっているのである．この閣の先生の御苦労は言葉では表現出



来ない．

先生の御功績を讃え，すでにフランスよりリヨン外科学会外国人名誉会員さらにフランス外科学

会特別会員に推せられているが，これは御研究の成果が広く海外においても高く評価されているこ

とを物語る ものであろう．

先生は卓越した技術とともに，京都大学外科学教室l乙伝統としてったわる “考える外科”を自ら

実践してわれわれにお示し下さった．ま ことに先生は教育者であり研究者であり，それにもまして

真の外科医であった．われわれ門下生はかかる偉大な師を誇りとすると同時に，御指導を賜わった

ことに限りない感謝の念を捧げるものである．また先生をして後顧の憂いなく外科学の道l乙没頭せ

しめられた御奥様の永年の御愛情と御苦労に対して門下生一同厚く御礼申上げる次第である．

先生は極めて御健康であり，学長の御要職もまっとうされることは申すまでもないが，御多忙の

あま り御健康を害されぬよう，そして何時までも御元気で今後もわれわれをお導き下さるよ う， 門

下生一同衷心よりお願い申上げる次第である．

昭和 52年 1月

門下生一同





伊藤鉄夫教授のと退官を記念して

恩師伊藤鉄夫教授は，昭和52年4月 1日をもって京都大学教授をご退官になられます。

先生は大正2年8月8日山口県にお生まれになり，旧制山口高等学校理科を経て昭和10年4月京

都帝国大学医学部医学科へご入学，昭和14年3月ご卒業とと もに京都帝国大学医学部外科学教室へ

ご入局になられました。ひきつづき陸軍へ召集され，軍医中尉として中国大陸を転戦され，幾多の

危機をのりこえてご帰還されました。戦後はその混迷の続くなかを上洛され，昭和22年2月28日京

都帝国大学医学部講師として整形外科学教室で研鎖を積まれたのち，昭和23年2月20日には山口県

宇部市に新設された山口県立医学専門学校教授としてζ赴任，整形外科学教室の創設に寝食を忘れ

で没頭されたのであります。やがて県立医専は県立医大へ昇格， 医大教授となられましたが，広島

大学医学部に整形外科学教室が新設されるや，昭和32年1月1日初代教授としてご就任になり，再

ぴ新しい教室の建設に全力を傾けられたのであります。

先主は昭和38年12月1日，恩師近藤鋭矢教授のご退官のあとを受けて母校京都大学の教授となら

れ，整形外科学教室主任として教室の今日を築いてこられました。この14年間先生は診療に，教育

に，研究lζ，若者のような情熱をもって率先垂範，大学人として先頭に立ってこ られました。と く

にあの大学紛争の際には，敢然として大学の正常化l乙挺身されましたことは，余りにも有名であり

ます。

先生のζ業績は勿論広汎多岐にEるものですが，大別して三本の柱があるように思われます。そ

の第lは脳性麻庫におけるご研究で，山口，広島時代を通じて行なわれたものであり，先生の神経

学に対するご造詣の深さに整形外科学会はひとしくうたれたところであります。この方面のご研究

はさらにサリドマイド奇形，二分脊椎などの先天異常に対するご研究と身体障害児のリハピリテー

シヨンの実践へと発展いたしました。

第2の柱は末梢神経損傷修復l乙関するもので，広島時代にその緒についた研究が，京大で大きく

開花したものであります。先生のご創意による funicular suture techniqueは昨年秋 Acta

Orthopaedica Scandinavica に発表され，広くその優秀性が認められましたが，昭和52年3月，

近藤鋭矢名誉教授時代からの教室の業績をも集大成され， 「末梢神経の外科」 （医学書院）として

出版されております。

第3の桂はいうまでもなく関節外科に関するご研究で，先生のもっとも情熱をそそがれたもので

ありましょ う。とくに股関節外科に関しては意を用いられ， Charnley型人工関節置換術をわが国

l乙導入されるとと もに昭和46年 1月には人工関節研究会を創始されております。先生のご興味と漸

新なアプローチは，単Iζ変形性股関節症の病態解明と治療法の開発l乙留らず，先天性股関節脱臼，

大腿骨頭無閣性壊死，大腿骨頭部骨折など多方面に亘り，先生のお考えのユニークさを示しており

昨年夏「股関節外科学」 （金芳堂）として上梓されたことはご存知の通りであ ります。

先生はまた前後3回の海外ご出張， 第10回日本手の外科学会々長（昭和42年），第9回日本先天

異常学会学長（岡和44年），第49回日本整形外科学会々長（昭和51年）など数々の学会の要職にあ

られる機会を通じて，海外高名学者との交流に尽力され， 多数の教室員を欧米へ派遣い新知識の

吸収，普及に尽きれました。第12回国際整形災害外科学会では座長を務められましたが，現在国際

整形災害外科学会日本学会副会長として， 来秋京都で開催予定の「SICOT78」の準備に寧日なき

状態であります。



この度伊藤鉄夫教授にはめでたくご退官になられますが，われわれ門下生一同，親しくご指導賜

ったことに深い感謝の念を捧げますとともに，その卓越した着眼と壮者をしのぐ実行力をもって今

後もまた同様に，われわれをご指導，ご鞭達下さいますよう，心からお願い申上げる次第でありま

す。

末筆ながら，先生が今日まで整形外科学の診療，教育，研究に専念されることに留意されたご令

室のご苦労とご愛情K，われわれ門下生一同，借ー越ながら厚く御礼申上げる次第であります。

門下生一同
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Anatomical Variati佃 sof the Arterial System of the Base of the Brain 

TAK AS HI OzAKI and HAJJ ME HANDA 

Department of Neurosurgery, Kyoto Univesity Medical School, (Director : Prof. Dr. 
HAJIME HANDA) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

KAZUHIKO ToMIMOTO and Fu MIT ADA HAZAMA 

Department of Pathology, Kyoto University Medical School, (Dir己ctor: Prof. Dr. 
Yosn11Ro HAMASHIMA) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (1), 3～17, 1977 

Variations of the cerebral arteries taken from 153 autopsied cases in the Depart-
ment of Pathology, Kyoto University were macroscopically studied. The median 
anterior cerebral artery was found to exist in 14 .4 ？~ of all cases and the accessory 
middle cerebral artery in 5.9ρ0・Aneurysmwas found in 5.9% (9 cases) of all cases. 
Absence was observed in A. com., P. com., AICA and PICA, and the percentages 
were 0.7, 16.3, 13.1 and 19.6九 respectively.The development of variations of A. com. 
as well as P. com. was discussed. A new classification was made of the variations 
of the circle of Willis. 

京都大学医学部脳神経外外学教室尾崎高芯 半日 雫
京都大学医学部病理学教室宮元一彦狭間章忠
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Distribution of Gastrin in Human, Canb1e and Cat Digestive Tract 
Demonstrated by Direct Immunofluore田cence

KIMIO HENMI 

The ~ncl Surgical Department Kyoto University Medical ~たhool (Director : Prni. Dr. 
YoRINORI H1KASA) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch. Jan. Chir., 46 (1), 18～37, 1977 
A highly ;pecific direct immunofluorescent technique was used to cletermme 

the distribution of gastrin in the digestive system of human, dogs ;111d cats and to 
compare it among the d凶tributionin species. 

ln human, dogs and cats, gastrin-containingぼ llswere found only in the antrum 
and in the duodenum. The distribution within the duodenum, hりwe同 r,differed in 
humans from that in dogs and cats. 

In the human duodenum ga引rin-containingcells were seen in all portions from 
the pylorus to the 3rd portion, but in gradually decreasing concentration, while in the 
jejunum no gastrin-containing印！Iswere seen. But in the canine and cat duodenum 
gasrtin containing cells were found only in the duodenal bulb, and none were seen 
distal to papilla of Yater. 

No gastrin-containing cells were seen in the esophagus, cardia, body of the 
stomach, jejunum, ileum, colon, pancreas, parotid gland or submandibular gland in 
humans, dogs ~nd cats. 

京都大学医学部外科学教京第2講座辺見公雄
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Palsy of the Flexor Pollicis Longus and the Fl位。r Digi加 rumPro-

fundus to the Index Finger Resembling Anterior Interosseous Nerve 

Syndrome. 

YosHIAKI y AN ASE, y ASUO UEBA, KIYOSHI y AMAMOTO and y ASUAKI 
Suno 

Department of Orthopaedic Surgery, Faculty of Medicine, Kyoto University (Director : 
Prof. Dr. Ti・rsrn ho) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (1), 38～45, 1977 

Four cases resembling anterior interosseous nerve syndrome (loss of distal flexion 
power of the thumb and index finger) are described. At surgery, no constriction 
fibrous band was found in two cases. In the cases, the pronator teres was affected 
too. Based on our experienc巴 andreview of the literature, the cause of the syndrome 
is not only due to compression on the nerve but also many other factors, e. g. ante-
rior horn cell lesion, neuralgic amyotrophy, radiculitis, peripheral neuritis or myogenic 
muscle atrophy. We prefer to carry out surgical exploration of the nerve and tendon 
transfer for persistent paralysis. 

京都大学医学銘整形外科学教室 梁瀬義章，上羽康夫，山木 潔， 須藤容主主

4 

Posterior lnterossous Nerve Palsy as a Compl』cation of Monteggia 

Fractures 

K1Yosm YAMAMOTO, YosHIAKI YAN ASE and Mnsuo ToMIHARA 

Dt:p江rtmentof Orthopaedic Surgery, Faculty of Medicine, Kvoto Unive1洲、

(Dirt'ctor : Prof. Dr. Tnsuo Iro) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arsusm FUJITA, YAsuo SAIDA and lcmRo KoHNo 

Department of Orthopaedic Surgery, Ohtsu Red Cross Hospital, Ohtsu, Japan. 

Arch. Jan. Chir, 46, (1), 46～56. 1977 

Nine cases of the posterior interosseous nerve palsy caused by 孔Ionteggldfrac・ 
tures were pre問 ntedand discussed. The mechanisms responsible for this palsy are 
assumed that the nerve are stretched or compressed over the anterolaterally or later・ 
ally dislocated radial head, and may be entrapped at the Arcade of Frohse in adults. 

The prognosis of this nerve injury is very excellent in acute cases and may be 
uncertain in tardy or delayed cases. Full return of function in acute case will be 
expected within twelve weeks after reduction of fracture-dislocation or by 24 weeks 
after nerve operation. 

京都大学医学部整形外科学教室山本潔梁瀬義章富原光雄
大津赤ト字病院整形外科藤田仁斉111担男光野－・・RI¥
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Bilateral Anomalou由 OccipitalArtery of Internal Carotid Origin : 

Caser Rport 

lsAo MATSUDA, JyoJI HANDA, HAJJME HANDA, and HrnoYUKI M1zuNo 

Department of Neurosurgery, Kyoto University Medical School and Hospital, Kyoto, 
(I. M., ]. H., H. Hふ andOhtsu Municipal Hospital, Ohtsu (H.M.), Japan 

Arch. Jap. Chir. 46 (1), 57～61, 1977 

Bilateral carotid angiograrns in a patient harboring a brain abscess revealed a 

rare vascular anomaly, in which the occipital artery arose from the internal carotid 

artery on either side. Twelve cases with similar but unilateral anomaly have been 

reported previously ; the anomaly was discovered at post mortem examination in 

five,and by angiography in seven cases. Embryological basis of this type of anomaly 

was discussed briefly. 

京都 ）.；： c子：包i’y古C~i抑制丞外科学教室松田功半回誠二 半田 皇室

大津r）民病院外科 ＊野博之
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Cor Triatriatum : Diagnosis before Operation and Successful 

Surgical Treatment 

NosuyosHr DAITOH, NoRIKAZU TATSUTA，恥'1rnoRuAosmMA，おfITSU・

HIKO MA  TSUDA, K1NY A YAMADA, and Y ORIN ORI Hr KASA 

The 2nd Surgical Department, Kyoto University, School of Medicine (Director : 
Prof. Dr. YoRINORI HrKASA), Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (1), 62～67, 1977 

We have successfully operated on a 5-year-old boy who had been followed for 
4 years with a prior diagnosis of pulmonary hypertension secondary to ventricular 
septal detect or mitral stenosis. Having used the techniques of catheterization, angio・ 
graphy and echocardiography, cor triatriatum was strongly suspected. The precise 
anatomy was ascertained during the operation and the lesion was位eatedsuccessfully 
by excising the abnormal septum. 

From the morphogenic point of view, we obtained some unusual findings asso・

ciated with the abnormal septum and the interatrial septum. 

京都大学医学部外科学教室第2講座 大頭信義，龍田恵、和，青嶋実，松田光彦，山田公弥
日笠頼則
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Solitary Bone Cyst of the Rib 

RYo WATANABE 

Department of Orthopaedic Surgery, Gifu Municipal Hospital, Gifu, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (1), 68～71, 1977 

A solitary bone cyst of the rib of a women in age of twenty years was reported 

Retrospective study of two roentgenograms which had been taken for chest examin・ 

ation revealed early stages of this lesion and its subsequent development. 

岐阜市民病院 渡辺 良
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Monoarticular Tran自ferof Arthritis by lntraarticular Injection with 

Sensitized Lymphocytes 

TOYOJI UYEO, YOSHINORI TOMINAGA, KATSUYUKI K.-¥S-¥HARA and SEISUKE 

T . .； ：~AKA 

Depertment of Orthopaedic Surgery, Faculty of Medicine Kyoto University 
(Director : Prof. Dr. TETsuo ho) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (2), 79～87, 1977. 

Monoarticular synovitis was produced in the rat by the intraarticular iniect10n 
of sensitized lymphocytes obtained from the rats with adjuvant arthritis. The 
induced synovitis was dose dependent and suppressd by the immunological treat・ 
ment of sensitized lymphocytes with rabbit anti-rat-thymus serum plus comple-
ment. The adjuvant lymphocytes killed by the physical, freezing and thawing 
methods, produced severe synovitis monoarticularly when injection into the knee 
joint of normal rats. 

京都大学院日刊盤形外科学教室上尾豊二， 寓ノ1< ／~＇ i：・，＆！， '-'",I日(iij）（：入間111清介
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Role of Gastrin and Other Gastrointestmal Hormones in the Patho-

physiology of Achalasia of the Esophagus 

0SAMU SANTOKI 

’！＇he 2nd Surgical Division, Yamaguchi University School of Medicine. <Director 
Prof. Dr. Ko1cu1 lsu1GAM1) Ube, Yamaguchi, Japan. 

Arch. Jap. Chir, 46 (2), 88～112, 1977. 

The LES in achalasia like dogs showed hypersensitivity to tetragastrin. Mo 
reover, achalasic LES showed hypersensitivity to exogeneous CCK-PZ in the 
出 memanner as gastrin. 

Secretin had no significant effect on resting LES pressure in both normal 
and achalasia groups. The effect of secretin was not related to destruction or 
degeneration of Auerbach’s plexus but secretin acted antagonistically to the effect 
of gastrin on resting LES pressure. 

In patients with achalasia, the LES showed strong contraction and significant 
increase in pressure in response to tetragastrin 5 ttg/kg injection. Therefore, this 
positiue response of the LES to tetragastrin was useful for preoperative diagnosis 
of patients with achalasia. 

山口大宇医学部外科学教室第2消防 山II~ h行
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Activated Coagulation Time under Heparin Therapy in Surgical Diseases 
MrTSUHIKO MATSUDA, NoRIKAZU TATSUTA, MrNORU AosHIMA, To-

SHIHIRO NAGAI, NoBUYOSHI DArToH, KrNYA YAMADA, KATSUHIKO 

MATSUDA, MAsAFUMI TAKENAKA, YuTAKA KONISHI, KAoRu Kumada 

and y ORINORI HIKASA 
The ・2nd Department of Surgery, Kyoto University, School of Medicine 

(Director : Prof. Dr. Y ORINORI H1KASA) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 
KouirnoH YASUNAGA The 1st Department of Internal Medicine, Kyoto Uniursity, 
School of Medicine, Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (2), 113～120, 1977. 
Hepann is used during extracorporeal circulation and after reconstructive sur-

gery of peripheral arteries etc. In this study, we controlled heparin administrations 
by activated coagulation time (ACT) under heparin therapy. 

ACT, firstly described by Hattersley, is whole blood clotting time in the 
presence of activating substances for example diatomaseous earth and/or fine 
glass beads. ACT by automated instrument Hemochron 800 is called Hemochron 
Time and is measured more speedily than Lee-White clotting time. 
）；（都大学医学部外科学教室第2講座 松田光彦， 路間？＆：~.f:IJ，青嶋 突， 永井利博， 大liiiiパ義
山旧公弥.（公団捷彦，竹1:p1E文，小川 n；，横田通夫，熊田馨， 日て主頼則
\;\/'if,た判宍ヤ都内科学1'.(＊~＇＼ 1 ；誌降、 だ，k古：ゴ郎

11 

Experimental Studies on the Hematogenous Metastasis of Tumors in 

Mice under Hyperbaric Oxygenation 

H1ROYA UMEMURA 

The 2nd Department of Surgery, Kinki University, School of Medicme, 
(Director Prof. Dr. TAKESHI KuYAMA) Sayama, Minami Kawachi, Osaka, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 4 6 (2), 121～134, 1977. 

Using Ehrlich ascites carcinoma and MH 134 ascites hepatoma, tumor metast-
asis to the lung histologically and survival time were studied. The frequency of 
pulmonary metastasis is greater in the group inoculated just before exposure to 
OHP than in the control group. 

The causative factors of the above mentioned results were clarified as follows. 
Enhancement of hematogenous metastasis to the lung in the group inoculated 
before exposure to OHP is not the effect of 100°;, oxygen or pressurized atmosp-
heric condition on malignant cells, but mechanicocirculatory changes and alveolar 
damages caused by OHP. 

近紙大学医学部第 2外件、？.i"~引 船付防也
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Effect of Ifenpr叫 iion Cerebral Circulation 

MASAYUKI MATSUDA, SHUNICHI YONEDA, H1ROSf王IGOTOH, YUKIO 

SH1M1zu, JyoJr HANDA, HAJIME HANDA 

Department of Neurosurgery, Kyoto University Medical School (Director: Prof. Dr. 
HAJIME HANDA) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 t2), 135～140, 1977. 

The effect of ifenprodil on cerebral circulation and hemodynamics was studied 
in baboon. Intravenous administration caused a marked and prolonged decrease 
of systemic blood pressure, decrease of cerebrovascular resistance and temporary 
increase of epidural pressure. These findings indicate that ifenprodil dilated 
cerebral vasculature and increased cerebral blood volume. Cerebral blood flow, 
however, did decrease, because of marked drop of systemic blood pressure and 
loss of autoregulation due to a-blocking action. On the other hand, papaverine 
increased cerebral blood flow. This drug decreased systemic blood pressure to a 
lesser degree and for much shorter duration compared with ifenprodil. 

京高；；大手医学部脳神経外科学教笠松田同之，米間｛愛 1 後藤 ＇）ム，清水、ド夫
半田誠二 半田肇
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The Role of Dietary Fat as a Etiological Factor of Acute Pancreatitis 

MASAFUMI TAKENAKA 

The 2nd Department of Surgery, Kyoto University, School of Medicine (Director: 
Prof. Dr. Y oRINORI H1KASA) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (2), 141～153, 1977. 

This study was performed to reveal the effect of dietary fat on the suscepti・ 
bility to pancreatitis and the effect on its severity. 

Experimental acute pancreatitis was induced to the golden hamsters fed on 
essential fatty acid rich and deficient diets. 

Severer pancreatitis was caused and the mortality rate was higher in essential 
fatty acid deficient diet group compared with essential fatty acid rich diet group. 

These results indicate that increased susceptibility to pancreatitis is induced 
by essential fatty acid deficient diet and in such condition, pancreatitis advances 
easily to severer form. 

京協大学医学部外科学教室第 2 ~高体 竹，，.，正文
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Nerve Injury Associated with Fracture in Upper Extremity 

YASUSUKE HJRASAWA, RYONOSUKE ODA and KArsuYA NAKATANI 

Department of Orthopaedic Surgery, Kyoto Prefectural University of Medicine 
(Director : Prof. Dr. TAKEFUMI MoR0ToM1) Kamigyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (2), 156～163, 1977. 

Among 597 cases of peripheral nerve injury treated at the Department of 
Orthopaedic Surgery, Kyoto Prefectural University of Medicine from May 1963 to 
April 1974, 65 cases of nerve injury were related to fracture in upper extremity. 

The analytical study was done with some interesting results. 
Although nerve injuries caused by fractures were relatively benign, early and 

timely surgical intervention was recommeded when the conservative treatment 
failed to obtain the sign of the neural regeneration at the follow-up. 

J；（郎府立！'if科大学盤形外科学教室 、｜三沢奈介，小回μ之輔，1+1谷勝也
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Perforation of Alimentary Tract, Exclusive of Appendicitic Per-

foration-Report of 37 Cases (35 patients）ー

HJROFUMI OHASHI、TAKESH 1 SAK .. ¥MOTo, MA SA SHI Y AMAMOTo, YosHIToMo 

K,¥SHIKI, TOKURO KUNIEDA and KAZUKI SAKATA 

The 2nd Department of Surgery, Gifu University, School of Medicine (Director : 
Prof. Dr. KAzUKI SAKATA) Gifu, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 t2l, 164～170, 1977. 

Thirty seven cases (35 patients) of perforation of alimentary tract, exclusive 
of appendicitic perforation had been operated on in our department in 19 years 
and 4 months. There were 29 male and 6 female patients. Its causes were class-
ified as follows : gastric ulcer, 8 ; gastric cancer, 5 ; gastric trauma, 2 ; duodenal 
ulcer, 7 ; trauma of the small intestine, 6 ; ileus of the small intestine, 2 ; cancer 
of the colon, 1 ; trauma of the colon, 1 ; iatrogenic perforation of the colon, 1 ; 
ileus of the colon, 1 ; spontaneous perforation of the colon, 1 iatrogenic perfora-
tion of the gallbladder, 1 and cholecystitis, L 

岐申大学医学部第2外？卜‘戸数市 大橋広文
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Reticulum Cell Sarcoma of Stomach - A Case reportー

HITOSHI KATO, YUKIHIKO !SEDA, AKIRA HAJIRO, TAKESHI KIMURA, KENICHI 

MURASAWA, and KOICHI NAKAMOTO 

The Surgical Department, Ako City Hospital (President Dr. WAsH1Ro OG1No) 
Ako, Hyogo, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (2), 171～175, 1977. 

A 73-year-old female was admitted in August 1976, complaining of a full 
sensation in the upper abdomen, anorexia and weight loss. A gastric ulcerative 
lesion was noticed endoscopically 3 years prior to admission. The upper G-I 
series and gastrofiberscopy reveald multiple ulcers of various size and shape with 
submucous infiltration and a polypoid lesion. The liver and spleen were not pal・ 
pated. No lymph node enlargement was remarked. Total gastrectomy was perfo-
rmed and pathohistological diagnosis of reticulum cell sarcoma and its metastasis 
to regional lymph nodes and to jejunum were confirmed. 

赤穂市民病院外科加藤仁司，伊勢田幸彦，羽白洗，木村剛，村沢賢 中元光一
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8佃 dieson働 ro.kein Relation to Cerebrova田 ularAtherogeJt倒 isin 

S仕 o.ke-proneSp佃 ta.neo削除 HypertensiveRats (SHRSP) 

RYOICHI HORIE 

Depertment of Neurosurgery, Kyoto University Medical School (Director, Prof. Dr. 
HAJIME HANDA) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (3), 191～213, 1977. 

The initiation mechanism of stroke in relation to cerebrovascular atherogene-
sis was clarified through the establishment of three experimental systems. Repe-
tition of vasoconstriction and vasodilatation, probably due to nervous control, 
causes a segmental increase in vascular permeability as shown by ring-like fat 
deposition, then followed by fatty degeneration of vascular wall or arterionecrosis 
which seemed to result in athero-thrombogenic stroke or arterionecro-thromboge-
nic stroke. Prophylactic trial for stroke was performed. Hypercholesterolemic diet 
caused the decrease in the functional response of blood vessels, resulting in the 
attenuation of severe hypertension to maintain rCBF within normal range and 
decrease the incidence of stroke. 

京都大学窓学部脳神経外科学教室 堀江良一
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Analysis of Sound Spectrographic Pattern for Assessment of Vascular 

Occlusive Disorders by Continuous Wave Ultrasonic Doppler Flowmeter 

HAJIME HANDA, HrnEYUKI NnM1*, Kouzo MoRITAKE, ATsusm 0Ku・

MURA, lsAo MATSUDA and KozABURO HAYASHI紳

ホDepartmentof Neurosurgery, Kyoto University Medical School and Hospital 
(Director : Prof. Dr. HAJIME HANDA) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 
Department of Aeronautical Engineering, Kyoto University. 
紳 Departmentof Engineering Science, Kyoto University. 

Arch. Jap. Chir., 46 (3), 214～225, 1977. 

The ultrasonic blood flowmetry is studied to assess the location and the 
grade of vascular occlusive disorders. The relationship between the sound spec-
trographic display by the continuous wave ultrasonic Doppler method and the 
flow pattern in stenosed vessels is examined in detail. The sound spectrographic 
patterns are analyzed for assessment of cerebrovascular occlusive disorders and 
the utility of the pattern analysis is discussed. 

京都大学医学部脳神経外科学教室
林紘三郎

半田 肇，新見英室，森竹浩三，奥村 厚， 松田 功
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Studies 。nthe Pathogenesis of Postvagotomy Ulcer of the Stomach 

lTSURO NEKI 

Second Surgical Division, Yamaguchi University School of Medicine. (Director : 
Prof. Dr. Ko1cm lsHIGAMI) Ube, Yamaguchi, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (3), 226～243, 1977. 

Today, the validity of vagotomy for peptic ulcer is appreciated, but the 
influence of vagotomy to the gastric defensive system is little known. The effects 
of vagotomy on the activities of lysosomal e田 ymes(cathepsin and B-glucuronid-
ase) and the hexosamine contents in the gastric mucosa were determined in dogs. 
Based on this experiment, the activities of lysosomal enzymes were enhanced and 
mucosal hexosamine contents were reduced by vagotomy, along with the prolong-
ation of the healing of the experimental gastric ulcer. These changes are thought 
to play important roles in the pathogenesis of postvagotomy ulcer. 

山口大学医学部外科学教室第2講座 根木逸郎
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Experimental Studies on the Role of Vascular Smooth Muscle in the 

Mechanical Properties of Canine Arterial Walls 

ATSUSHI OKUMURA 

Department of Neurosurgery, Kyoto University Medical School (Director : Prof. 
Dr. HAJIME HANDA) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (3), 244～257, 1977. 
Effects of vascular smooth muscle on the mechanical properties of vascular 

walls were examined in cylindrical segments of canine common carotid and femoral 
arteries, using a newly designed linear displacement transducer. 

It was found that the contractility of arterial segments of common carotid 
arteries was larger under the loading of the pulsating pressure than under the 
constant pressure, and that the contracti!ity of vascular smooth muscle was in-
creased by the pulsating pressure. 

The vasoconstrictors markedly affected the ascending limb of the hysteresis 
loops in the pressure-diameter relation, but hardly affected the other ones. The 
ascending limb was analyzed by introducing the stiffness parameter, and it w11s 
found that vascular smooth muscle may increase the distensibility of arterial 
walls in the contracted state. 

京都大学医学部脳神経外科学教室 奥村 厚
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Experimental Study on Fibrbtolytic Phenomena of Injured Cerebral 

Ti個 ues

-with special reference to the changes in fibrinolytic substances in Glia tissues-

HARUOKI T ADOKORO 

Second Department of Surgery, School of Medicine, Toho University (Director : 
Prof. Dr. SABURO AwAzu) Ota-ku, Tokyo, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (3), 258～277, 1977. 

Dogs with experimental chronic head injuries were prepared and the content 
of the fibrolytic substance of Glia tissues occurring in the injured area was deter-
mined. Further, various remedies against head injuries were administered to 
investigate the changes in the fibrinolytic functions in cellular fractions. 
1. Marked increases in the amounts of plasminogen activator and proactivator 

over those of healthy dogs were noted in G!ia tissues. 
'.:. Control of p!asminogen activator and drop in proactivator were noted in G!ia 

tissues of dogs to which remedies for head injuries such as prednisolone 
were administered. 

東J；＼大学医・＇.）全部第2外科学教もや’ 田所陽興
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Acute Stress Ulcer : Experimental Study on its Etiology, Pathophysi-

ology and Management 

T AKA YUKI YAMAGUCHI 

Second Depatrment of Surgery, Kyoto University School of Medicine. (Director 
Prof. Dr. Y ORJNORJ Hi KASA) 

Arch. Jap. Chir., 46 (3), 278～308, 1977. 

The etiology and pathophysiology of acute stress ulcer in rats were investi・
gated and consideration was given to treatment. 

The functional condition of exocrine cells (chief cells and parietal cells) and 
endocrine cells (gastrin cells and enterochromaffin cells) was examined electron-
microscopically. 

As the results indicated that vagus nerve and stomach acidity as a local 
attack factor play an important role in the development of stress ulcer, medical 
vagotomy and administration of gastric inhiditory polypeptide were experimented 
to treat stress ulcer and resulted in inhibition of ulcers. 

Both are thought to be clinically applicable for prophylaxis and treatment of 
stress ulcers. 

京都大学医学部外科教第第2講座 山11手之
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Arterialized in Situ Saphenous Vein 
一ー－HistologicalFate of Cannulated Vein in the External Arteriovenous Shunt 
for Hemodialysis-

MASANAO IKEDAへHIROYUKINAGAI料， KAZUROKANAZU林 andH1nE-
MITSU TANKAWA紳．

Department of Surgery紳 andMedieine紳

Kenritsu Amagasaki Hospital, Amagasaki, Hyogo, Japan. 
Arch. Jap. Chir., 46 (3), 309～312, 1977. 

A free graft of autogenous saphenous vein is known to be a reliable means 
for bypassing arterial obstructions of the lower extremities. An alternative me-
thod utilizing in situ non-reversed saphenous vein has been applied and presented 
unusual problems in arterial reconstruction. 

To assess this problem, histological fate of arterialized in situ saphenous vein 
was studied by the cannulated vein in the external arteriovenous shunt for hemo-
dialysis. 

Intimal thickning of iηsitu vein graft seemed to appear earlier than in free 
vein graft. Stabilization of reactive proliferation of subintimal tissue is required 
for long term patency of in situ vein graft in addition to technical management 
of venous valve. 

県立尼崎病院外科 池[J]正尚，内科 永井博之，金洋平II郎，J簡単淡泊禿光
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Drip Infusion Cholecysto-cholangiography with lodoxamate (BC-17) III 
- especially compared with lodipamide. 

HrnosH1 TANIMURA, MASAFU:>.n TAKENAKA., MoTOICIH SETOYAMA, 

and Tosmo, KA'¥IATλ 

Second Department of Surgery, Kyoto University School of Medicine, r Prof. Dr. 
Y oRINORJ H1KASA) Sakyo-ku,Kyoto, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (3), 313～325, 1977. 

Drip infusion cholecysto-cholangiography (DIC) with 40.3 ＇~；， lodoxamate <BC-
17) 20ml diluted by 5% fructose solution 200m! was performed in 182 cases at 
our surgical clinic. Although soft stool or diarrhea as a side effct was observed 
in 35.2% of 108 cases, no one showed severe general reactions. 

In 32 cases received both cholangiography with Iodipamide and that with 
lodoxamate, 24 cases had sufficient cholangiogram with Iodoxamate although they 
had non-vissable or insufficient cholangiogram or DIC was stopped due to adverse 
effect of lodipamide. 

lodoxamate showed lower incidence of side effects and better radiographic 
opacification than lodipamide. 

）訳書巨大学医学部外科学教安第2講隆 行十J iJ.f，、，竹中正文，瀬fi1¥1元一．鎌H1寿夫
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Spleno hepatoplasty in Rats with Chemically-induced Cirrhosis of the 
Liver. 

YoH KASAHARA 

Second Department of Surgery, Kinki University, School of Medicine (Director: Prof. 
Dr. TAKESHI KuvAMA〕Sayama,Minamikawachi, Osaka, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (4), 335～360, 1977. 
Spleno-hepatoplasty(SHP) in which the partially-decapsulated spleen with vascular 

pedicles is implanted into the groove of the liver is a surgical procedure to augment 
the blood supply from the spleen to the liver. It was performed in rats in which 
cirrhosis of the liver had been induced by carbon tetrachloride or thioacetamide. 
SGPT, alkaline phosphatase and portal venous pressure tended to return to normal in 
the majority of animals receiving SHP, while the weight and histological appearance 
of the liver did not change. The effect of SHP on cirrhosis appears to be due to the 
development of vascular communications at the SHP-site. 

近畿大学医学部第2外科学教室笠原洋
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Mesothelial Regeneration in the Rat and Effect of Urokinase 
SHINSUKE TERANISHI, MASAI王o SAKAGUCHI, and HIROYUKI lrAYA 
Department of Surgery, Osaka Medical College (Director : Prof. Dr. Hrnc川 JKJhAYA) 
Takatsuki, Osaka, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (4), 361～379, 1977. 
After abrasion of the serosal surface of the caecum in the rat, the recovery was 

morphologically observed in the course of rime. The observation was carried out on 
the group with single intraperitoneal administration of 600 IU /0. 1 kg of urokinase 
immediately fter the abrasion and the group without its administration. In the group 
with the urokinase, the mesothelium was regenerated relatively quickly by rseleae of 
macrophages on comparing with non-medicated group. It was suggested that the origin 
of the newly regenerated mesothelial cells is derived from the free-floating macrophages. 

大阪医科大学一般・消化協外科’学教宗 寺西仲介， /il5i口昌子．板谷博之

I 27 Cerebral Va飢鴻pasm一一一re-evaluationof the factors which have been 
I claimed to be the ca附 ofvasospasmー
i KUNIHIKO OSAKA 

I Department of Neurosurgery, Kobe University School of Medicine, II叫 a-I王1
I Japan. 

i Arch Jap Chir 46 (4), 380～395, 1977. 
I In order to evaluate the factors causing 、erebralvasospasm九variousstir 1lation s ｜… pli …詑dbasi… studied. Vasoconstriction induced by mechanical stimulations or the vasoconstrictive 
1 substances of the platelet-origin was short‘termed, whereas, prolonged vasoconstriction ! was induced by the vasoconstrictive substances of the red-cell origin. The extravasated I red cells should be the main factor causing prolonged vasospasm in cases of subara-I chnoid hemorrhage. Vasoconstricti。nwas induced in the basilar artery after the bilate-｜山uperi…
I substances should wort.王directlyon the smooth muscle of the arterial wall. 

！ 神戸大学医学部脳神経外科学教室苧坂邦彦
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The Changes of the Lysosomal Enzyme Activities in Injured Brain Tissue 
KATSUYUKI SA TO 
Second Department of Surgery, School of Medicine, Toho University (Director Prof. 
Dr. SAl<URO Aw,1zυ） Ota ku, Tokyo, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (4), 396～405, 1977. 
The lysosomal activities, especially ,B-glucuronidase and acid-phosphatase, "・ere 

studied in the course of time about the injured rat brain tissue which was slashed onto one side of frontal lobe. 
The activities of both enzymes were elevated immediately after operation; they 

attained the maximum values on the 5th day after injury. Then they gradually decreased to the normal levels one or two months after operation. 
Steroid hormone (Dexamethawne) as a stabilizer of the lysosome inhibited markedly 

its activity, while Vitamin A as a labilizer released the lysosomal enzymes in much the same way as in the normal tissue. 
The nucleic acid (DNA and RNA〕contentsin the injured brain ll品川、 were

measured; DNA contents was higher but RNA/ONA ratio was smaller as compared with the control normal tissue. 
These results suggested the function of lysosomal enzymes was not only as the 

repairing enzyme, but also has some kinds of function rel;1ted. to the cell proliferation in injured brain tissue. 

東邦大学医学部第2外科学教室佐藤克之
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Ano:xic Cardiac Arren in the Dog : Its Safe Period aJ1.d Myocardial 

Protection against Anoxia 

TAKEO MURATA 

First Department of Surgery, Yamaguchi University School of Medicine (Director : 

Prof. Dr. RIKIO YAMAKI) Ube, Yamaguchi, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (4), 406～417, 1977. 

To determine the safe period of anoxic cardiac arrest and to learn how 
to protect 

the myocardium from anoxia, experiments were performed in 36 dogs
 subjected to 30, 

60 and 90 minutes, respectively, of arest during cardiopulmonary bypass at normal 

body temperature. Cardiac functions before and after anoxic arrest was measured by 

left ventricular stroke work and by the physiologic maximal shortenin
g velocity of the 

contractile element. 

1) A safe period of anoxic arrest at normal body temperature is 30 minutes or 

le鈎．

2〕 Thecoronary perfusion with GIK solution results in significant cardiac 

preservation during the anoxic arrest. 

3) The topical hypothermia of the heart with saline ice slush is not so be
neficial. 

4) The coronary perfusion with normal saline is extremely harmful. 

山口大学医学部外科学教室第2講座村田武穂
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Pulsatile and Non-pulsatile Flow in E玄仕acorporeal Circulation with 

Special Reference to Peripheral Circulati佃

NoBUYOSHI MORITA 

First department of Surgery, Yamaguchi University School of Medicine (Director: 

Prof. Dr. RrKJO YAMAKI) Ube, Yamaguchi, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (4), 418～433, 1977. 

In dogs, pulsatile and non-pulsatile perfusions were performed at flow
 rates of 50, 

70 and 90ml/kg/min. Patients with congenital heart disease underwent open heart surgery 

during pulsatile and non-pulsatile perfusions at flow rates 80 to 100 m
l/kg/min. Pulse 

volume, tissue oxygen tension, urine volume and blood volume supplied
 to extracorporeal 

circulation were measured and compared. 

Pulsatile flow for extracorporeal circulation can prevent fairly well the 
concomitant 

impairment of peripheral circulation. This effect was obtained by using a relatively 

high flow rate (over 70ml/kg/min) and was enhanced by the administration of 

phenoxybenzamine. 

山口大学医学部外科学教室第1講座守岡信義
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Experimental Studies of Metastases of Esophageal Carcinoma to 

Lymph Node自一一－Modeof Metastases to Lymph Nodes and Effects of 

Irradiation and Bleomycin VX 2 Carcinoma-

KAZUMASA INOUE 

Second Surgical Department, Kyoto University Medical School (Dir
ector : Prof. Dr. 

YoRINORI HrKASA) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (4), 434～447, 1977. 

The author transplanted VX2 carcinoma to the esophagus in attempt to determine 

the mode of metastasis of esophageal carcinoma to the lymph nodes and also to 

observe the effect of chemotherapy (Bleomycin) and radiotherapy (Betatron). The 

following results were attained. 

1) Carcinoma of the esophagus metastasized to the regional lymph nodes and 

then to the distant lymph nodes. 

2) Skipping metastasis was rarely observed. 

3〕 Irradiationand Bleomycin medication resulted in regression in the size of 

tumor and metastases to lymph nodes. 

4〕 Effectsof irradiation and Bleomycin medication were similar on tumors and 

lymph nodes with positive metastases. 

京都大学医学部外科学教室第2講座 井上一正
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Etiology and Treatme.nt of Choledocholithiasis 

MAsAo NAGASE, HIROSHI T ANIMURA, MoTOICHI SETOY AMA and YoRI-

NORI HIKASA 

Second Surgical Department, Kyoto Univeristy School of Medicine 
〔Director. Prof. 

Dr. YoRINORI HmAsA), Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

MAS AO KOBA y ASHI 

Department of Surgery, Shimane Prefectureal Hospital, Izumo, Shiman
e, Japan. 

Arch. Jap. Chir., 46 (4), 448～461, 1977. 

Choledocal stones formed de novo in the common bile duct are called primary 

common bile duct stones or“Stasis stone-primary in common bile duct 〔Aschoff）”

and those formed in the gallbladder and migrated into the common bile duct are 

called secondary. 

Etiology of choledochal stones, especially of primary ones is discussed, and bile 

stasis in the dilated and inert common bile duct is condemned. 

Treatment, both surgical and non-surgical, are mentioned with special
 referrences 

to the treatment of primary common bile duct stones and retained or 
recurrent stones. 

京都大学医学部外科学教室第2講座 長瀬正夫，谷村弘，瀬戸山元一，日笠頼則

島根県立中央病院外科小林真佐夫
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Surgical .l.ndication a,nd Preferable Antibiotics for Acute Cholecystitis 

MAsAo NAGASE, HIROSHI T ANIMURA, MAsAFUMI TAKEN AKA, MoTOI・

CHI SETOYAMA, TosHIO KAMATA and SuMIO MuKAIHARA 

Second Surgical Department, Kyoto University School of Medicine (Director : Prof. 

Dr. YoRINORI HIKASA), Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (4), 462～465, 1977. 

Timing of surgery for acute cholecystitis is discussed and an early operation is 

recommended. 

In general, antibiotics excreted into the bile in high concentration has been 

preferred for the treatment of biliary infection. In more than 90 per cent of acute 

cholecystitis, however, the cy1<tic duct is obstructed by stones. Therefore, antibiotics 

reaching the gallbladder tissue through the cystic arteries should be given. 

The authors have clarified clinically that CEZ, CBPC and SBPC can reach the 

galbladder tissue in rather large amounts even when the cystic duct is obstructed. 

京都大学医学部外科学教室第2講座長瀬正夫，谷村弘，竹中正文，瀬戸山元一，

鎌田寿夫，向原純雄
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Surgery of the Adrenal Gland 

HIROSHI TANIMURA, MAsAo NAGASE, and YoRINORI H1KASA 

Second Surgical Department, Kyoto University, School of Medicine (Director : Prof. 

Dr. YoRINORI HIKA'>A), Sakyo・ku,Kyoto, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (4), 466～483, 1977. 

Recent progress in surgery of the adrenal gland have been reviewed on the basis 

of our experience on 74 cases. 

1〕 Adrenalscintigraphy is one of the effective examination on localization of 

the tumor. 
2) Surgical approach being safest and surest without any severe complication 

should be employed. We prefer anterior transperitoneal approach, but do sometimes 

thoracoa~、dominal approach, especially on the right side. 

3) Surgical indications for bilateral adrenal hyperplasia in both primary aldoste-

ronism (22 cases) and Cushing’s syndrome (29 cases) are still debatable. Surgery for 

pheochromocytoma (23 cases) has become a safe one since the preoperative introduc-

tion of alpha-and beta-adrenergic blocking agents. 

京都大学医学部外科学教室第2講座谷村弘，長瀬正夫，日笠頼則
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Bilateral Hypertensive lntracerebral Haemorrhage 

KATSUMARO 0ANA, HARUYUKI KANAYA, SHIGEO KIMOTO, KOICHIRO 

FURUKAWA, NoRIAKI SATO, and SusuMu WADA 

Department of Neurosurgery Iwate Medical University School of Medicine, Morioka, 

Iwate, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (4), 484～490, 1977. 

The authors reports a patient aged 59 years with bilateral hypertensive intracerebr 

-al haemorrhage. Surgery was performed on the 3rd day of the first stroke and about 

80ml of haematoma were evacuated from the left basal ganglionic region. Three and 

a half months after surgery the patient suffered from the 2nd stroke during therapeutic 

exercise for right hemiplegia. The patient had been in critical condition and died 

before surgery was performed. Autopsy revealed a slit-like softened area in the left 

basal ganglion due to the first stroke and a large haematoma in the right basal 

ganglion extending into the diencephalon resulting from the second stroke. Autopsy 

findings indicated rapid healing of the haematoma cavity in the left basal ganglion as 

a result of surgical intervention. 

岩手医科大学医学部脳神経外科学教室小穴勝麿，金谷春之，木元茂雄，古川公一郎，

佐藤紀嗣，和田進
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Painful Foot with Talo-Calcaneal C凶 lition 

ToYoJ1 UYEO and JuGAKU KYo 

Department of Orthopeadic Surgery Faculty of Medicine Kyoto University, Sakyo-ku, 

Kyoto, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (4), 491～494, 1977. 

Tarsal coalition associated with persistent foot pain is described in this report. 

Patient was a thirteen year old girl with a two』yearhistory of increasing pain 

in the right foot. An operation was performed after unsuccessful conservative 

treatment for six months. Apparently the joint between sustentaculum talare and 

neck of talus was not seen, and talus and calcaneus seemed to form a bony block. 

The biopsy material revealed both synchondrosis and syndesmosis between talus and 

calcaneus. Fusion of the talus and calcaneus was accomplished by fitting an iliac 

bone graft into the space. She has not complained of pain after the arthrodesis. 

京都大学医学部整形外科学教室上尾登二，萎寿学
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Reevaluation of Migration Inhibition Indices In the Immunological 

Study of Mice Fibroblast Transformed Spontaneously i.n Vitro 

YosHIFUMI ODA, HAJIME RANDA 

Department of Neurosurgery Kyoto University Medical School (Director : Prof. Dr. 
HAJIME HANOA) Sakyoku Kyoto Japan. 

J¢RGEN KIELER 

The Fibiger Laboratory, Ndr. Frihavnsgade 70, 2100, Copenhagen φ，Denmark, spon・ 

sored by the Denish Cancer Society. 

Arch Jap Chir 46 (5), 503～512, 1977. 

The immunological reactivities of St/a mice fibroblast transformed in vitro (STL-
1) was examined by the migration inhibition test. 

It was concluded that the usual calculation of migration indices is unlikely to 
reveal a distinctive tendency. When cases in which the migration inhibition indices 
(Mii) of non-sensitized lymphoid cells are lower than those of sensitized lymphoid 
cells were excluded from the evaluation of the migration inhibition test, the results 
of the migration inhibition test correlated well with the results of two other immuno・ 
logical examinations, immunofluorescent and active protection test. 

Unpurified spleen cells is not suitable for the capillary migration inhibition test. 

京都大学医学部脳神経外科学教室織田祥史，半田 肇，
FJBJGF.R LABORATORJF.T, DANMARK, Jφrgen Kieler 
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Induction and Transplantability of Rat Neurogenic Tumors 

y OSHIFUMI ODA, HAJIME RANDA 

Department of Neurosurgery Kyoto University Medical School (Director : Prof. Dr. 

HAJJME HANDA) Sakyoku Kyoto Japan. 

J</>RGEN KIELER 
The Fibiger Laboratory, Ndr. Frihavnsgade 70, ~100, Copenhagen仇 Denmark,spon・ 

sored by the Denish Cancer Society. 

Arch Jap Chir 46 (5), 513～520, 1977 

96 rats neurogenic tumors were induced by transplacental administration of eth・ 
ylnitrosourea (ENU) in late foetal life. 

In most cases the histological diagnosis w節目thermalignant neurinoma (41%) 
or malignant oligodendroglioma (25%). 

Dimethvlbenzanthracene administrated in the same way as ENU failed to induce 
the neurogenic tumors. 

Seven END-induced neurogenic tumors were maintained in serial transplantation. 
In the first transplantation generation some tumors having the same histological 
pattern showed marked differences in the growth speed. This might depend on the 
strength of the expression of the antigenicity of each tumor. After the second gener・ 
ation, each histologic type tended to exhibit the same latency and lifespan. 

京都大学医学部脳神経外科学教室織田祥史，半田 肇，
Fm1GER LABORATORJET, DANMARK, JφRGEN KIELER 
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Antigenic cross reactivitie目。f rat neurogenic tumor induced by 

ethylnitrosourea tested by capillary migration inhibition test 

y OSHIFUMI ODA, HAJIME RANDA 

Department of Neurosurgery, Kyoto University Medical School (Director : Prof. Dr. 

HAJIMc HANDA) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

J</>RGEN KIELER 

The Fibiger Laboratory, Ndr. Frihavnsgade 70, 2100, Copenhagen仇Denmark,spon・ 

sored by the Denish Cancer Society. 

Arch Jap Chir 46 (5), 521～529, 1977. 

It was confirmed that the lymphoid cells sensitized by Tl tumor (peripheral 
nerve tumor) reacted with all END-induced neurogenic tumors examined in, 1-week 
fetal tissue and adult brain, but not with extracts of normal adult liver, spontaneous 
mammary cancer, nor 2-week fetal tissue. On the other hand, the lymphoid cells 
sensitized by T3 tumor (trigeminal nerve neurinoma) reacted with Tl, T3 and T4 
tumors, fetal tissues and spotaneous mammary cancer, but not with adult brain and 
liver. T2 tumor (trigeminal nerve neurinoma) was not sufficiently antigenic to 
induce positive reactions in the migration inhibition test with lymphoid cells sensi・ 
tized by mitomycin treated cells. 

京都大学医学部脳神経外科織田祥史，半田肇，
FJBIGER LABORATORIET DANMARK, JφRGEN KIELER 

40 

Reconstruction of the posterior celiac vagal branch function by auto-

genous nerve grafting as a countermeasure against the postoperative 

sequelae after thoracic esophagectorny 

MASAAKI NAGASHIMA 

The 2nd Surgical Division, Yamaguchi University School of Medicine (Director: Prof. 

Dr. Ko1cH1 I淵 JG州 1)Ube, Yamaguchi Japan. 

Arch Jap Chir 46 (5), 530～550, 1977. 

Many kinds of postoparative dysfunctions may occur by bilateral truncal vagotomy 

accompanied with thoracic esophagectomy. 

As a countermeasure against them, the author tried to reconstruct the functions 

of the posterior celiac vagal branch by transplanting the autogenous nerve graft re・ 

moved from the left vagal trunk into the resected defect of the right posterior vagal 
trunk in dogs. 

The author has reported that it is possible to regenerate the posterior celiac 

vagal branch histologically, histochemically and functionally by the autogenous trans・ 

plantation of the vagus, and to minimize the dysfunction of the posterior celiac vagal 
branch. 

山口大学医学部外科学教室第2講座長島正明
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Experimental Studies佃 HepaticHemodynamics and Function in Post- ! Granule Release from the Endocrine Cells in 出 e Rat Stomach an 

si1祖師idalBlock ’ Electron Microscopic Study 

KATSUMr KAWABE, TAKASHI YoKOTA, RYUJI MrzuMOTO and lcHro MASAHIRO SANO 

HoNJO Department of Surgery, Shizuoka City Hospital 〔Director: To¥'Oo HASEGAWA〕

I AKA YOSHI I OBE 
：＝コp~：.伊r加ent of Su ry Facutly of Medicine, K州 oUniv釘 sity,Sakyo-k ふon

Dr. YoR1NoR1 H1KASA〕
Arch Jap Chir 46 (5), 551～562, 1977. 

In cases of the Budd-Chiari syndrome or advanced liver cirrhosis with coll岨terals

of the portal vein, it has already been demonstrated that arterial blood entering the 

liver is reversed and drains into the portal 町 in.In the present experiment, the effect 

of postsinusoidal block on hepatic hemodynamics and function was investigated and 

compared with that of presinusoidal block, after ligation or co晴shictionof the hepatic 

vein branches to the right half follo明 inga side to side portacav百lanastomosis, under 

identical condition in the same dog at the same time. 

京都大学医学部外科学教室第1講座川部克己，横田 峻， J］く本龍二，本庄一夫
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Biochemical Study on Damaged Brain 

-Effects of steroids and substances extracted from the cold placenta 

on edema and metabolism-

TERUHISA T AKEY AMA 

(Instructor: Prof. Dr. SA BURO AwAzt:) Second Department of Surgery, School of Medi-

cine‘Toho University, Ota-ku, Tokyo, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (5), 563～575, 1977. 

The purpose of this paper is to study biochemical effects of agents on the 

damaged brain. By using rats, effects of steroids and placenta-materials were studied. 

The serial studies showed that the agents inhibited water, Na• and K • and were 

effective for cerebral edema at the acute phase. At the chronic phase, there were 

specific changes in the metabolism of amino acids. The agents showed the effects 

with the increases in amounts of proteins and nucleic acids. It was found that they 

are effective for the treatment of cerebral edema, and the metabolism of amino acids 

or nucleic acids. 

東邦大学医学部第2外科学教室竹山照尚

Arch Jap Chir 46 (5), 576～584, 1977. 

The fine structures of the endocrine cells in the rat stomach after refeeding and 

el巴ctricvagal stimulation were examined under the electron microscope. 

Morphologic changes observed in several types of these endocrine cells after stimu-

lation seemed to indicate various steps for emiocytotic granule release. 

This indicates that the secretory mechanism by emiocytosis, which was referred 

to in the explanation of hormone secretion in other endocrine cells, may be also present 

in these gastrointerstinal endocrine cells and that secretion of this mode may occur 

under not only non-physiological but also physiological conditions. 

静岡市立病院外科佐野正博

京都大学医学部外科学教室第2講座戸部隆吉
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A Clinical Study佃 theChanges in Fibrinolysis in Blood Mainly in 

the Gerontological Surgery at Operations 

TATSUOKI SANADA 

The 2nd Department of Surgery, Toho Universit)・, School of l¥fodicine, (Director : 

Prof. Dr. S.11;1.1≪> Aw11zu) Otaku, Tokyo, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (5), 585～598, 1977. 

The changes in the blood coagulation and iibrinolytic system in gastric diseaseさ

at operations were studied with classification into aged and younger patients. The 

determination method adopted for the fibrinolytic system was the affinity chromato-

graphy of Lysinesepharose, with which plasmin, plasminogen, activator and plasmin 

inhibitor in blood were respectively separated quantitatively and their indi,,idual 

potencies were determined according to the TNP method. In parnllel, the fibrinogen 

amount, bleeding time, platelet count, plasma protl、rombintime, and plasma thromb0司

plastin time of the activated fraction were evaluated. 

東邦一大学医学都第2外科学教室 真田if~輿



45 

DHfer佃 tialDiagn個 isof the Combined Type from the Lateral Type 
of Hypertensive Intracerebral Haemorrhage in Cerebral Angiography 

KATSUMARO OANA, HARUYUKI KANAYA, ]UNICI王IOzEKI and SusuMU 
WADA 

Department of Neurosurgery, Iwate Medical University, School of Medicine (Director: 
Prof. HARu~· uKJ KANA~A) Morioka, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (5), 599～606, 1977. 

The authors describe the angiographic criteria for the diagnosis of the combined 
type haematoma of hypertensive intracerebral haemorrhage in which prognosis of life 
and hemimotor disturbance after surgery is considered to be very poor. The angiog・ 
raphic criteria are based upon the analysis of the important intracerebral vessels, 
transtentorial herniation, cerebral circulation and size of the lateral ventricles. Much 
increased shift of the important intracerebral vessels, presence of transtentorial hernia・ 
tion, disturbance of cerebral circulation and dilated lateral ventricles are more 
frequently observed in combined type than in the lateral type haematomas. 

岩手医科大学脳神経外科小穴勝麿，金谷春之，大関潤ー，和田進

46 

Bleomycin Treatment for Cystic Hygrorna in Children 

J1Ro YuRA, TAKASHI HASHIMOTO, NoBUATSU TsuRUGA, K1YOHITO 

SHIBATA 

The 1st Depertment of Surgery, Nagoya City Univesity Medical School (Director: 
Prof. Dr. KnoHITO SttrnATA) Mizuho-ku, Nagoya, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (5), 607～614, 1977. 

The incidence, clinical characteristics, and etiology of cystic hygroma in children 
which develops most frequently in the neck were discussed. In the treatment total 
excision is most effective. However it should not leave severe nerve damage and 
ugly deformity. This paper showed 8 cases treated with local administration of Bleo・ 
mycin for nonresectable and recurrent cystic hygroma in infant. The results were 
excellent and no side effects were seen. 

名古屋市立大学医学部第1外科学教室 由良二郎，橋本俊．鶴賀信篤，柴田清人
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Etiology of Congenital Intrinsic Duodenal Obstruction 

With Special Referrence to the T-shaped Bile Duct Anomaly 

]IRO YURA, HIDEKI TAKAHASHI, KIYOHITO SHIBATA 
First Depatment of Surgery, Nagoya City University Medical School (Director: 
Prof. Dr. KrvoHITo SHIBATA) Mizuho-ku, Nagoya, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (5), 615～629, 1977. 

Among cases of congenital duodenal atresia of the separated type, there were 
experienced 2 cases with the common bile duct opening in a T-shaped manner into 
the upper and lower pouches. This was confirmed by postmortem cholangiography. 
There are interesting cases indicating the etiology of duodenal atresia to be due to 
developmental anomaly occurring in early embryonic period, and endorse the etiological 
theory of Boyden and Bill. 

名古屋市立大学医学部第1外科学教室 由良二郎，高橋英城，柴田清人
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Three Cases of Primary Carcinoma of the Frontal Sinus 

SmNICHI OTSUKA, SHUNICHI YoNEDA Jon, HANOA and HAJIME HANDA 
Department of Neurosurger）ヘ KyotoUniversity, School of Jvfedicine (Director : Prof. 
Dr. HAJJMI: HANOA) 

Arch Jap Chir 46 (5〕， 621～629,1977. 

Primary carcinoma of the frontal sinus is uncommon. Because of the absence of 
characteristic clinical symptoms, it is difficult to establish diagnosis before operation 
or biopsy. Diagnosis is mostly confirmed only by histological examination. When the 
diagnosis is confirmed, the lesion has already developed, so the prognosis is very 
poor. We report three cases of primary carcinoma of the frontal sinus, and discuss 
these cases according to some literatures. 

京都大学医学部脳神経外科学教室大塚信一， 京国 俊一，半田議二．半団 長屋
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An Experimental Study -on the Artificaial Intestinal Valve by Tele-

scoping Anastomosis 

HAN LONG ZHENG 

Second Department of Surgery, Kyoto University School of Medicine (Director: 
Prof. Dr. YoRINORI H1KASA), Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (6), 657～680, 1977 

An artificial intestinal valve was constructed with telescoping anastomosis, 
and was studied morphofunctionally. Mean isoperistaltic and antiperistaltic pres-
sures were measured to be 25.0土2.0and 39.0土3.8cmH20 in the valve, and 20.4士
2.2 and 39.7土5.1cmH20 in the canine ileocolonic junction. No significant alteration 
was seen of the valvular function on long-term follow-up. Emphases were made 
on the role of the muscular layer and submucosal vess巴Isof the valve. It is ex-
pected that the valve serves as an equivalent of the ileocecal junction in the 
human body by delaying transit as well as by preventing retrograde flow of 
intestinal contents. 

京都大学医学部外科学教室第2講座．鄭漢竜
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Effect of interruption of the hepatic artery on liver regeneration 

Encm 0HTOSHI, RYUJI M1zuMOTO, and Icmo HoNJo 

First Department of Surgery, Kyoto University Medical School (Director Prof. Dr. 
lcHIO HoNJO〕Sakyo-kuKyoto, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (6), 681～688, 1977 
The hepatic artery was interru?ted immediately, 7 and 14 days after 70 per 

cent hepatectomy in dogs to investigate the effect of the hepatic artery on liver 
regeneration. 
1. Almost all the dogs survived for more than 3 days after the interruption of 

the hepatic artery following 70 per cent hepatectomy, without administration 
of any antibiotics. 
Survival rates at 2 weeks after hepatic dearterialization were 80 per cent when 
the hepatic artery was interrupted simultaneously with 70 per cent hepatectomy, 
and 60 and 56 per cent when the hepatic artery was interrupted 7 and 14 days 
after 70 per cent hepatectomy, respectively. 

2. The remnant liver showed no serious changes on regeneration and function 
when the hepatic artery was interrupted immediately and 7 days after 70 per 
cent hepatectomy, but regeneration rate was the lowest of all experimental 
groups when the hepatic artery was interrupted 14 days after 70 per cent 
hepatectomy. 

京都大学医学部外科学教室第1講座 大歳栄 ・， 水木造二本庄一犬
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Fluorescence Histochemical Studies on the Monoamine containing Neur-

ons and Their Pathways in the Brain Stem of the Java Monkey (Macaca 

Irus) -Stereotaxic Demonstration of the Localization-

YuHzo FuJITA 

Department of Neurosurgery, Faculty of Medicine, Kyoto University (Director: Proi. 
Dr. HAJJME HANDA) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (6), 689～721, 1977 
The distribution and cytological characteristics of the catecholamine-and indole-

amine-containing cell bodies and their fiber pathways in the brain stem of the Macaca 
Irus were studied using the fluorescence histochemical technique of Falck and Hillarp 
and results were compared to those previously reported in other 'mammals. 

Four groups of norepinephrine and epinephrine-containing neurons, two groups 
of dopamine-containing neurons, and nine groups of indoleamine(serotonin)-containing 
neurons were identified. Six fiber pathways were also found in the Irus. These neurons 
and fibers pathways were fundamentally similar to those previously reported in other 
mammals. The location of these cells and fiber bundles were presented in stereotaxic 
form. 

京都大学医学部脳神経外科学教室藤田雄三
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The Effect and Mode of Action of Gastrin on Gastric Motilty in Dogs 

HISASHI SAITO 

First Department of Surgery, Yamaguchi University School of Medicine (Director: 
Prof. Dr. R1K10 YAMAKI) Ube, Yamaguchi, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (6) 722～730, 1977 

The present studies were carried out to evaluate the effects of tetragastrin 
and gastric and extragastric gastrins on the motility of the stomach 、.andtheir 
mode of action electromyographically as well as mechanographically. 

All these agents promote the gastric motility and act on it not only directly, 
but also indirectly through the colinergic nerve. 

山 ｜寸大·＇.，~医学部外科学教室第 1講座斉藤永
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The Effects of Glycerol and Mannitol on the Epidural lntracranial 

Pressure of the Patients with Increa自edlntracranial Pressure 

SHUNICHI YONEDA, MASAYUKI MATSUDA, HIROSHI GoTo, JyoJI HANDA 

and HAJIME HANDA 

Department of Neurosurgery, Kyoto University Medical School (Director : Prof. 
Dr. HAJJME HANDA) Sakyo ku, Kyoto, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (6), 731～739, 1977 

This paper reports on the effect of intravenous administration of glycerol 

and mannitol on the epidural intracranial pressure (EDP) in 8 patients with brain 

tumor. Glycerol was prepared as 10 per cent solution, in which 5 per cent fructose 
was added as an antihemolysis agents. This compound solution was named CG-
A30. Mannitol was prepared as 15 per cent solution. 

EDP was monitored by using SFT transducer. In 4 cases of them, the com-
parative study of mannitol and glycerol infusion was performed. The effect of 250 
ml of CG-A30 given over the period of 13 to 72 minutes and of 250 ml of 
mannitol over the period of 60 to 100 minutes are illustrated in Figs. 1 to 9. 
There were no differences between mannitol and glycerol on the rebound pheno-
menon, initial efect and duration of the effects on EDP. We have no experience 
of the hemoglobinuria by using 10 per cent glycerol CG-A30. 

京都大学医学部脳神経外科学教室米田俊一，松田昌之，後藤弘，半田譲ご，半田肇
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A Collective Review of the 2,244 Cases of Gallstones Operated on at 

the 37 Hospitals (The 3rd Report) -with special reference to kinds of 

stones-

MAsAo NAGASE, HrRos1王IT ANIMURA, MAsAFUMI TAKEN AKA, MoTOICHI 

SETOYAMA, TosHIO KAMAT A, SuMIO MuKAIHARA AND KEISUKE MARV-

YAMA 

Second Surgical Department, Kyoto University School of Medicine (Director : 

Prof. Dr. YoRINORI H1KASA) 
Arch Jap Chir 46 (6), 740～747, 1977 

The operation records of the 2,244 patients op巴ratedon for cholelithiasis from 

September 1975 to June 1977 at the 37 hospitals situated in west Japan were 
colleced in order to know the present features of cholelithitasis in Japan. 

Although cholesterol stones situated in the gallbladder alone were predominant, 
bilirubin stones were still not infrequently seen, especially in elderly persons. 

Prophylactic cholecystectomy was recommended for elderly persons, and some 

mentions were made on indication of chenodeoxycholic acid therapy. 

京都大学医学部外科学教室第 2 ~持隊 長瀬正夫，谷村広，竹中jT:文，瀬戸山元. ..鎌田
寿夫，向原純雄，丸山啓介

55 

Chemoimmunotherapy with BCG and FT 207 

RYuzo SHIODA and YosHINOBU NoMURA 】

Surgical Department of the Japan Baptist Hospital, Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

ToYOAKI KoJIMA and ToKUJI KATO 
Medical and Urological Department of the Japan Baptist Hospital 

Y ORINORI HrKASA 
Second Department of Surgery, Kyoto University School of Medicine (Director : 
Prof. Dr. Y 0RrnoR1 H1KASA) Sakyo-ku, Kyoto, Japan. 

Arch Jap Chir 46 (6), 748～756, 1977 
Chemoimmunotherapy with BCG and FT 207 has been applied to postoperative 

patients with cancers of the gastrointestinal tract and other solid malignant tumors. 
There are several important parameters which should be examined during active 
immunotherapy. However, it is difficult to examine all of these parameters in order 
to predict the applicability of BCG immunotherapy. The percentage of lymphocytes 
has be邑nfound to be the most reliable prognostic index. It was more reliable than 
the lymphocyte count, T cell count or percentage of E-rosette forming cells. The 
percentage of lymphocyte, CRP and the skin reaction to BCG are the minimal 

essential factors. 

日本ノ吋フ。テス ト病院外科塩田隆三， 野村義信
グ 内科児島豊明。 泌尿科加藤篤二

京都大学医学部外科学教室第2講座 日笠頼則

56 

Porcelain Gallbladder 

YoH KASAHARA, H1ROMI TANABE, SHuJI KAWAI, HrROYA UMEMURA, 

HmETAKA 0Ku, and SEr SHIRAHA. 

Second Department of Surgery, Kinki University School of Medicine (Director : 

Prof. Dr. TAKESHI KuYAMA) 

Arch Jap Chir 46 (6), 757～763, 1977 

Porcelain gallbladder is an unusual manifestation of chronic cholecystitis and 

the terminal state of complete physiologic and morphologic change. Forty-one 

cases of this disease since 1936 to 1977 in Japan were collected with a brief report 
of personal experience. Roentgenographic demonstration of this disease is striking 
and diagnostic, but must be differentiated from other types of calcified lesions in 
the right upper abdominal quadrant. Cholecystectomy should be undertaken in those 
individuals with porcelain gallbladder who are acceptable operative risks because 
of the high frequency of the coexistent carcinoma of the biliary tract. 

¥within 100 words) 

近畿大学医学部外科学教室第2講座笠原 ；＇｛，田辺広己， 川台秀治， ti1J村博也，奥 禿汚
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Chronic Subdural Hematoma with Adversive Seizures and Chronic 
Alcohol』sm-Report of a Case-

SHIN NARUMI, KATSUMARO OANA, TAKAYUKI ITO, TETSUO HIDAKA, 

and HARUYUKI KANAYA 

Department of Neurosurgery, School of Medicine, Iwate Medical University, Mori-
oka, Iwate, Japan 

Arch Jap Chir 46 (6), 764～769, 1977 

A man, aged 34, was admitted to our clinic with status epilepticus secondary 
to adversive seizures towards right. He has had a long hitory of chronic alcoholism. 
A left cerebral angiogram showed chronic subdural hematoma on the suprasylvian 
region. Irrigation was performed and hemorrhagic fluid was aspirated. No adver-
sive seizures occurred after operation. The frequency of occurrence and type of 
epileptic seizures following chronic subdural hematoma, pathogenesis of adversive 
seizures and epilepsy secondary to chronic alcoholism were also discussed. 

岩手医科大学医学部脳神経外科学教ーギ 鳴泌新，小：：1m麿，伊藤隆之， R ~~~i徹雄， 金作
春之
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Gimbernat’自 Hernia(Hernia through the lacunar ligament) 

-A Case Report-

HJDEKI NODA, ARITOMO KOHNO, }IRO OSAWA, SHINHACHIRO NOMI, 

SYUHEI HASHIDA, SmGEKI ARn, MAsAAKI SHINODA and JIRo MuRA-

KAMI 

Department of Surgery, Gifu College of Dentistry (Director: Prof. Dr. JIRo MuRA-
KAMI) 

Arch Jap Chir 46 (6), 770～772, 1977 
This is the only one case of Gimbernat’s hernia, among 5962 cases of groin 

hernia which have been treated in our hospital in the period between 1956 and 
1976. 

This type, a very rare variety of femoral hernia, is hernia through a defect 
in the lacunar ligament. The patient, a male, aged 64 had a history of operation 
for right external inguinal hernia 32 years prior to the surgery. 

This onset of Gimbernat’s hernia was supposed to be related with the past 
hernia operation. We made some comments on the methods of the hernia operations. 

岐阜歯科大学外科学教室 野田秀樹， 河野fr朋，火山三郎，fj＇＠見fill！＼郎，橋田修平， 有井
滋樹，篠田正問，村上治朗
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